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討した結果である。
1　は　じ　め　に

土壌中には微生物と共に原生動物，線虫，ミミズ，節足

動物など土壌動物といわれる小動物が生息する。この多種

多様な土壌動物を著者らは土壌中での機能を考慮して便宜

的に土壌生物調節群と土壌環境形成群に分けている。この

うち土壌生物調節群は食物連鎖にある動物群のことで．こ

の群に属する土壌動物を植物病原菌の天敵として利用する

研究の歴史は浅く，主に線虫及びアメーバ類を中心に行わ

れているにすぎない。これまでに節足動物ではCurl】〉ら

がトビムシ額による綿苗立枯病菌，尺んizocわnよαSOJα乃上

の摂食とそれに伴う発病抑止効果について．内藤2）はジャ

ガイモクロバネキノコバエ幼虫のテンサイ根腐病臥尺最Z－

oconαSOJα花王の菌核の摂食．テンサイ根圏での動態並

びに発病抑止について報告をしている。

南東北の畑作地帯では種々の野菜や畑作物の連作障害が

多発し．その主たる原因は土壌病害によるものといわれて

いる。この土壌病害を生物的防除の考え方を基に，土壌巾

に生息する土壌生物調節群の動物を利用して発生を軽減さ

せる目的で作物根圏土壌から採取した土壌動物を調べたと

ころトビムシ顎の1種ヒメトビムシがダイコン萎黄病菌糸

を摂食することが観察された。トビムシ現は種類も多く，

ほかの病原菌糸を摂食する種もいると考えられ，その可能

性について調査した。今回の報告は土壌動物の摂食を確認

する際に用いる病原惟菌糸の生育に関与する培地条件を検

2　試　験　方　法

培地はポテシデキスロース寒天培地（Pl）A培地）とショ

糖加用ジャガイモ煎汁寒天培地（PSA培地）の2種板を用

いた。培養液をシャーレ（径9cm）に10mg入れ，中心部に

病棟薗培養寒天を約4mm四方に切りとり接種し生育させた。
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供試病原菌及び土壌動物は表1の保存病原糸状菌5函株

と構内圃場の作物根圏土壌からTullgren装置を用いて採

取した2種顎のトビムシを用いた。

3　試験結果及び考察

PI）A培地を用いシャーレに培養したF．0．r．にトビム

シ顎を放したところ気申菌糸のみを盛んに摂食するのか確

表2　異なる培地を用いた供試糸状菌の伸長（数値は直径，単位血）
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認された。このことから摂食条件として気中菌糸の発育状

態が重要と考えられた。そこで培地の種規による歯糸の仲

良を測定したところ表2のごとくPnA培地よりもPSA培

地での繭糸の仲良がF．0．「．を除きいずれも早かった。次

に同一シャ・一レ内の培地に五つの病原菌を接種した。この

場合H．m．はPDA培地で9日前，PSA培地で7日前に，

ほかの四つの病原菌は時間差で斉⊥一に生育するように接種

した。写真1，2で示すように両培地の様相は異なるが

両培地とも〃．m．以外の四つの繭糸の／ヒ帝が阻嘗され，

〃．m．が分泌する物質が影轡したものと思われる。そこで

〃．爪．を除いた円つの病原菌を用いた。この場合♪1．0．r，

を先に－次いで，凡花．と♪1．0．r．を同時に∴最後に伸長の

早い尺．5．の順に病原繭を接種し菌糸の大きさが同一にな

るようにしたが菌糸相互で重なり合った（写真3）。そこ

でシャーレ内に高さ4mmのガラス坂を用い4つに什切り，

写貞1（PDA寒天培地），2（PSA寒天培地），
3（PDA寒天培地），4（仕切りをつけた培地
：F．0．rはPSA，他はPDA培地），5（ヒ
メトビムシによるF．0，r．の食痕跡，黒色部分：
PDA培地），6（Jso10ma SP．に食べつくされ
た〆．0．C．： DA培地）

培養液をそれぞれ3．5mgずつ分注して，病原菌を前と同じ

要領で接種したところ繭糸相互で重なり合うことはなかっ

た。また，この培地にトビムシ類を放したところ，シャー

レの中での行動が仕切りによって大きく影響されることは

なかった。次に同じ種類のトビムシをPnA培地とl）SA培

地に生育させた病原糸状歯の摂食の有無を検討したとこ

ろ，PDA培地ではF．0．C．のみが摂食されPSA培地では

♪’．0，C．と共に♪1．0．r．が摂食された。これらの気巾繭糸

の発育状態を観察したところ，PDA培地の〆．0．r．はち

密で綿毛状であるのに対しPSA培地では目の糾い細状に

なっていた。同じ種類のトビムシでも気巾繭糸の生育と形

状によって摂食の有無，更に摂食旭に影響するものと考え

られる。

培地により繭糸の生育・形状あるいは摂食の有無が異な

ることを考慮して同一シャーレにJ～．5．，才？．円，，F．0．r‥

〆．0．C．を同じ大きさに仲良させて，菌糸の発育が同一な

大きさと摂食しやすい状態を得る実験を試みた。

その結果，F．0．r，はPSA培地に，ほかはPDA培地に表

2．の時間差を勘案し，接種すれば写真4のごとく可能で

あった。しかもこの培地を用いてトビムシ頬をシャーレの

中に放したところ病原糸状菌に対する選択・摂食が苓易に

確認された。なお写莫5はヒメトビムシによる会痕跡と摂

食している状態，写真6はJso∠omαSP，に食べつくされ

たF．0．C．の培地をそれぞれ示している。

4　ま　　と　　め

①ヒメトビムシガ〆．0．「．の気巾繭糸のみを摂食してい

たことから．気中繭糸の仲良とその形状が摂食の有無ある

いは摂食一榔こ影響いすると考えられた。②気中繭糸の生育

は♪1．0．rはPSA培地で月．5．．月．乃．．F．0．CはPDA培地

で早かった。③複数の種現の菌株を同一シャーレの培地に

接種すると生育の阻害や南棟相互で重なり合った。南棟の

間に仕切りをすると生育阻害が認められず，更にその什切

りがトビムシ規の行動に影響することはなかった。④同一

シャーレの培地に複数菌株の菌糸を斉一に．しかも摂食し

やすく生育させるには接種に時間差が必要であった。
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